
学校名： 高等学校 大学科：

科目名： 学年

領域 達成 CAN-DO Statement (CDS) Lesson 評価
時期・方法

学期 ＣＳ

SI1 □
リズムやイントネーションなどの英語の音声的
な特徴，話す速度，声の大きさなどに注意し
ながら話すことができる。

1～3
単元テ
スト

１学期 ア

SI2 □
与えられた話題について，即興で話すことが
できる。

4～7
ロール
プレイ

１学期 ア

11
グルー
プワー

ク
２学期 イ

20
ディス
カッ

ション
３学期 イ

SP1 □
リズムやイントネーションなどの英語の音声的
な特徴，話す速度，声の大きさなどに注意し
ながら話すことができる。

8～9
単元テ
スト

１学期 ア

SP2 □
事実と意見などを区別して話すことができ
る。

10
グルー
プワー

ク
２学期 ア

12～14 ２学期 イ

18～19 ３学期 イ

6～９ １学期 ア

15 ２学期 ア

W2 □
内容の要点を示す語句や文，つながりを示す
語句などに注意しながら書くことができる。

16 考査
２学期
３学期

イ

W3 □

聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経
験したことに基づき，情報や考えなどについ
て，簡潔な文章を〔50語程度で〕書くことが
できる。

17

考査,
エッセ
イライ
ティン

グ

３学期 イ

※右のＣＳは学習指導要領を意味します。その内容は別のシートにあります。

情報科学

１年

【様式１】 CAN-DO LIST 2023

武岡台

論理・表現Ⅰ
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SI3 □

聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経
験したことに基づき，情報や考えなどについ
て，話し合ったり意見を交換したりすることが
できる。

S
p

e
a
k
in

g
P

re
s
e

n
ta

ti
o

n

SP3 □
聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経
験したことに基づき，情報や考えなどについ
て，発表することができる。

W
ri

ti
n

g

W1 □
事実と意見などを区別して書くことができ
る。

考査,
単元テ
スト



学校名： 学校番号： 5

科目名： 大学科： 情報科学

学期 月 Lesson 領域 ＣＳ
評価
方法

達成

4 1～２ SI ア
単元テ
スト

SＩ１□

3 SI ア
単元テ
スト

SＩ１□

4～5 SI ア
ロール
プレイ

SＩ２□

SI ア
ロール
プレイ

SＩ２□

W ア
考査, 単
元テスト

Ｗ１□

SP ア
単元テ
スト

ＳＰ１□

W ア
考査, 単
元テスト

Ｗ１□

9

11 SI イ
グルー
プワー

ク
SＩ３□

１８～１９ SP イ
プレゼ
ンテー
ション

ＳＰ３□

3 20 SI イ
ディス

カッショ
ン

SＩ３□
聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験した
ことに基づき，情報や考えなどについて，話し合っ
たり意見を交換したりすることができる。

考査, ｴｯ
ｾｲﾗｲﾃｨﾝ

ｸﾞ
Ｗ３□

聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験した
ことに基づき，情報や考えなどについて，簡潔な文
章を〔50語程度で〕書くことができる。

2 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験した
ことに基づき，情報や考えなどについて，発表する
ことができる。

3

1

17 W イ

Ｗ１□ 事実と意見などを区別して書くことができる。

12

16 W イ 考査 Ｗ２□
内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句な
どに注意しながら書くことができる。

ア
グルー
プワー

ク
ＳＰ２□ 事実と意見などを区別して話すことができる。

10

１２～１４ SP イ
プレゼ
ンテー
ション

ＳＰ３□
聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験した
ことに基づき，情報や考えなどについて，発表する
ことができる。

11

15 W ア
考査, 単
元テスト

年間指導計画 2023【様式２】

聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験した
ことに基づき，情報や考えなどについて，話し合っ
たり意見を交換したりすることができる。

与えられた話題について，即興で話すことができ
る。

事実と意見などを区別して書くことができる。

リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特
徴，話す速度，声の大きさなどに注意しながら話す
ことができる。

事実と意見などを区別して書くことができる。

CAN-DO Statement (CDS)

リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特
徴，話す速度，声の大きさなどに注意しながら話す
ことができる。

リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特
徴，話す速度，声の大きさなどに注意しながら話す
ことができる。

与えられた話題について，即興で話すことができ
る。

Ｒ４
論理・表現Ⅰ

武岡台 高等学校

1

2

10 SP

5

6 6～７

7 8～９



ア　日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支
援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え
合ったり，やり取りを通して必要な情報を得たりすることができるようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにお
いて，多くの支援を活用すれば，ディベートやディスカッションなどの活動を通し
て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的な語句や文を用いて，意見や
主張などを論理の構成や展開を工夫して話して伝え合うことができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支
援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成
や展開を工夫して話して伝えることができるようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお
いて，多くの支援を活用すれば，スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通し
て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的な語句や文を用いて，意見や
主張などを論理の構成や展開を工夫して話して伝えることができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支
援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成
や展開を工夫して文章を書いて伝えることができるようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお
いて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的
な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝
えることができるようにする。

論理・表現Ⅰ　科目の目標
話
す
こ
と
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り
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り
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す
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表
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書
く
こ
と



学校名： 高等学校 大学科：

科目名： 学年

領域 達成 CAN-DO Statement (CDS) Lesson 評価
時期・方法

学期 ＣＳ

SI1 □
これまでに学んだ語句や文法を用いて，情報
や考え，気持ちなどを詳しく話して対話のや
りとりを続けようとしている。

1-1～６，
11～12

ロール
プレイ，
グルー

プワーク

１
２

ア

SI2 □
立場や状況が異なる相手に対して，考えや気
持ちなどを詳しく話して伝え合うことができ
る。

2-1,2
2-10,11

デイベート，
ロールプレイ，
グループワー

ク

2
3

ア

SI3 □
意見や主張，問題の解決策などを，詳しく話
して伝え合うことができる。

１-13～
15

ディベー
ト

2 イ

SI4 □
聞いたり読んだりしたことを活用しながら，
多様な語句や文を用いて詳しく話して伝え合
うことができる。

2-89

ロール
プレイ，
グルー

プワーク

3 ア

SP1 □
情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開
を工夫して話すことができる。

1-10 スピーチ 1 ア

SP2 □
意見や主張などを論理の構成や展開を工夫
して詳しく話して伝えることができる

2-12
プレゼン
テーショ

ン
3 イ

1-78 考査 1 イ

2-7
エッセイラ
イティング 3 ア

W2 □
聞いたり読んだりしたことを活用しながら，
意見や主張，問題の解決策などを論理の展開
を工夫して書くことができる。

1-13～
16

単元テ
スト，考

査
2 イ

2-3
単元テ
スト

2 イ

2-7
エッセイラ
イティング 3 ア

※右のＣＳは学習指導要領を意味します。その内容は別のシートにあります。

【様式１】 CAN-DO LIST 2023

武岡台 情報科学

論理・表現Ⅱ 2

W3 □
意見や主張などの論理の構成や展開を工夫
して書くことができる。
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W1 □
情報や考え，気持ちなどを基本的な語句や文
を用いて書くことができる。



学校名： 学校番号： 5

科目名： 大学科： 情報科学

学期 月 Lesson 領域 ＣＳ
評価
方法

達成

4
1-1
2
3

SI ア

ロールプ
レイ，グ
ループ
ワーク

SＩ１□

5
4
5
6

SI ア
グループ
ワーク SＩ１□

6
7
8

W イ 考査 Ｗ１□

7 10 SP ア スピーチ ＳＰ１□

9
11
12

SI ア

ロールプ
レイ，グ
ループ
ワーク

SＩ１□

W イ
単元テス

ト Ｗ２□

SI イ ディベート SＩ３□

16 W イ 考査 Ｗ３□

2-1
2

SI ア ディベート SＩ２□

3 W イ
単元テス

ト Ｗ３□

4
5
6

SI ア

ロールプ
レイ，グ
ループ
ワーク

SＩ３□

7 W ア
エッセイラ
イティング Ｗ３□

8
9

SI イ

ロールプ
レイ，グ
ループ
ワーク

SＩ４□

2
10
11

SI ア

ロールプ
レイ，グ
ループ
ワーク

SＩ２□

3 12 SP イ
プレゼン

テーション ＳＰ２□

【様式２】 年間指導計画 2023

Ｒ４
武岡台 高等学校

論理・表現Ⅱ

CAN-DO Statement (CDS)

1

学校行事や旅行の予定などの日常的な話題につい
て，これまでに学んだ語句や文法を用いて，情報や
考え，気持ちなどを詳しく話して対話のやりとりを続
けようとしている。

これまでの経験や継続している活動，思い出などに
ついて，これまでに学んだ語句や文法を用いて，情
報や考え，気持ちなどを詳しく話してやりとりを続け
ようとしている。

自分の日常で行っている活動について，情報や考
え，気持ちなどを基本的な語句や文を用いて書くこ
とができる。

自分の気に入っているものなど，日常的な話題につ
いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開
を工夫して話すことができる。

学校や町への提案など，社会的な話題について，意
見や主張などの論理の構成や展開を工夫して書くこ
とができる。

2

10
13
14
15

11

12

将来の仕事や自分の印象に残っている場所につい
て，これまでに学んだ語句や文法を用いて，情報や
考え，気持ちなどを詳しく話してやりとりを続けよう
としている。

社会的な話題について，聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら，意見や主張，問題の解決策などを
論理の展開を工夫して書くことができる。

社会的な話題について，意見や主張，問題の解決策
などを詳しく話して伝え合うことができる。

社会的な話題について，意見や主張，問題の解決策
などを論理の構成や展開を工夫して書くことができ
る。

自分の好みなどの日常的な話題について，立場や状
況が異なる相手と詳しく話して伝え合うことができ
る。

3

1

感謝や謝罪など，立場や状況が異なる相手に対し
て，考えや気持ちなどを詳しく話して伝え合うことが
できる。

事業計画や異文化理解などの社会的な話題につい
て，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して
詳しく話して伝えることができる。

休暇の計画や悩み事について，意見や主張，問題の
解決策などを論理の構成を工夫して話して伝え合う
ことができる。

自分の体験について，情報や考え，気持ちなどを論
理の構成や展開を工夫して書くことができる。

イベントなどの日常的な話題について，聞いたり読
んだりしたことを活用しながら，多様な語句や文を
用いて詳しく話して伝え合うことができる。



ア　日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支
援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して
伝え合ったり，立場や状況が異なる相手と交渉したりすることができるようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにお
いて，一定の支援を活用すれば，ディベートやディスカッションなどの活動を通し
て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主
張，問題の解決策などを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝え合うことがで
きるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支
援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や
展開を工夫して詳しく話して伝えることができるようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお
いて，一定の支援を活用すれば，スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通し
て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主
張などを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えることができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支
援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成
や展開を工夫して文章を書いて伝えることができるようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお
いて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的
な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝
えることができるようにする。

論理・表現Ⅱ　科目の目標
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